
東京ガス株式会社では、オフィスの外からでも携帯電話や PC を使って情報アクセスで
きるモバイルサービス「GASMO (東京ガスグループ モバイルサービス)」のうち、OA 業務
向けのサービスとして用意されている「PC 版 GASMO」を、2011 年に更改しています。
それは、「時間と場所と端末に制約されることなく、自由に情報にアクセスできる環境構
築」という理想の実現に向けた、大きな一歩です。そして、"経営に資する IT" として「安
定」、「効率」、「革新」の 3 点を重視している同社が、この「GASMO」新 PC 版サービス
の基盤に選択したのが、Hyper-V Cloud でした。

 導入の背景とねらい 
「安定」、「効率」、「革新」の 3 要件を満たすシステムを構築し、
ユーザーに働きやすい環境を提供

首都圏を中心に日本のエネルギー供給の一翼を担ってきた東京ガスグループは、1,000 万件以上

のお客様の生活を支える「エネルギーフロンティア企業グループ」として、「快適な暮らしづくり」と「環

境に優しい都市づくり」に貢献しています。

東京ガス株式会社 (以下、東京ガス) では、この「快適な暮らしづくり」を支える一貫として、社員

がより働きやすい環境を創出するために、従来から積極的な ICT の活用を行ってきました。それが、

「GASMO (東京ガスグループ モバイルサービス)」です。GASMO は、2004 年から東京ガスにて

利用されてきたシステムを 2007 年に改修。仕様を標準化することで、グループ全体で活用してきた

モバイルサービスです。

この GASMO は、フィールド業務の担当者が専用端末から業務アプリケーションにリモート アクセ

スする「直収版」と、社員が広く活用する OA 業務向けサービスである「携帯版」と「PC 版」の 3 種

のサービスから成り立っており、東京ガスグループ全体のモバイルワークを支えてきました。「携帯版」、

「PC 版」ともに、個人の端末にデータを残さないことを前提に設計されており、従来の PC 版は、ベ

ンダー独自のソリューションで、社内の環境にリモート アクセスする仕組みになっていました。

しかし、長年使用するうちに、「最新のセキュリティ要件への対応」や「最新のクライアント環境への

対応」など、さまざまな課題が浮かび上がってきたと、東京ガス 執行役員 IT活用推進部長 久保田

宏明 氏は振り返ります。

「インフラ事業における 3 原則は『安定供給』、『保安の確保』、『原価の低減』ですが、ICT につい

てもまったく同じことが言えます。IT も、ガスと同様に常に利用者のそばにあって、不自由なく使える

ものでなくてはなりません。さらに言えば、経営に資する ICT として、『安定』、『効率』、『革新』の 3 

点が重要なポイントになります。今まではできなかったことを可能にして、新しい価値を生み出すこと

が求められているわけです」。

しかし、従来の GASMO、特に「PC 版」には課題も多かったと、東京ガス IT本部 IT活用推進部 IT

戦略グループマネージャー 沢田 和昌 氏は説明します。

「GASMO は複数のパートナーの製品を組み合わせて基盤を構成しており、運用管理が複雑になっ

ていました。しかも、PC 版に関してはユーザーの使い勝手も、決して良いものではありませんでした。

ユーザーの PC 環境によっては動作しないこともあったのです。また、独自のソリューションを使った 

ソリューション概要
○お客様プロファイル
東京ガス株式会社 (http://www.tokyo-gas.
co.jp/) は、1885 年 10 月に創立。1969 年に
液化天然ガス (LNG : Liquefi ed Natural Gas) 
を日本で初めて導入して以来、40 年以上にわ
たって、天然ガスの普及・拡大に努めています。
現在では、1,000 万件を超えるお客様に対し、都
市ガスとしての供給に加え、電力・熱供給などエ
ネルギー周りの付加価値を提供しています。

○ソフトウェアとサービス
・ Windows Server® 2008
 -Hyper-V™
・ Microsoft® System Center Virtual Machine 

Manager
・ Microsoft® Forefront® Unifi ed Access 

Gateway (UAG)
・ Microsoft® Virtual Desktop Infrastructure 

(VDI)
・ Active Directory®

○メリット
・ Hyper-V 活用により、サーバーを仮想集約
・ 5 年間の利用想定で、他社提案よりも半分近
い TCO を削減

・ 仮想サーバーを一元管理。セキュリティ バッチ
などの適用も効率化

○ユーザー コメント
「インフラ事業における 3 原則は『安定供給』、
『保安の確保』、『原価の低減』ですが、ICT につ
いてもまったく同じことが言えます。IT も、ガスと同
様に常に利用者のそばにあって、不自由なく使え
るものでなくてはなりません。さらに言えば、経営に
資する ICT として、『安定』、『効率』、『革新』の 
3 点が重要なポイントになります」。
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「システムというのは動いて初めて価値を示しま
す。価値を出し続けなくてはいけないので、安定的
な稼働が必須条件です。さらに、初期費用も安い
方がいいし、運用管理コストを含めたライフサイク
ル コストも低い方がいい。そうやって上位概念か
らブレークダウンして検討していった結果、マイク
ロソフトのテクノロジーに統合する方が良いと判断
しました」。
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ワーク スタイルの革新を支えるモバイルサービスの基盤に、
Hyper-V Cloud を採用。端末環境の変化に左右されない、
ハイセキュリティ、高レスポンスなシステムを構築
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PC 内部の検疫は、端末の性能にも影響されるた

め時間がかかりすぎる場合もありました」。

さらに、Internet Explorer® のバージョンアップ
や Windows® のバージョンアップ、修正プログ
ラムの適用など、日々変化するクライアント環境

への対応の難しさなど、複数の課題を抱えていた 

GASMO の PC 版は、2010 年にリニューアルされ

ることが決定します。

それは、最新のセキュリティ要件を満たしつつ、より

使いやすい環境を提供することで、"ワークスタイル

の革新" に貢献するための第一歩でした。

そしてこの GASMO の新しい PC 版を支える基盤として「コストと品質を総

合して、もっとも理に適った選択」(沢田 氏) として、東京ガスが採用したの

が、Windows Server Hyper-V と System Center を活用した Hyper-V 

Cloud でした。

 システム概要 
仮想化集約したサーバーを一元管理
グループ全体の ID 管理も集約し
効率的でセキュアな運用管理体制を実現

GASMO の新しい PC 版では、認証基盤として活用している Active 

Directory サーバーや、セッション管理サーバー、ファイル サーバー、ターミ

ナル サーバーなどをすべて Windows Server の標準機能である Hyper-V 

を使用して仮想化しています。たとえば、ターミナル サーバーは、1 台の物

理サーバー上に 4 台の仮想マシンとして構成。それぞれ 70 ～ 100 人の

ユーザーを管理しているため、物理サーバー 1 台で約 400 ユーザーを集約

していることになります。

仮想化されたこれらのサーバーは、Microsoft System Center Virtual 

Machine Manager を使って一元的に管理されています。ユーザー ID 

の管理は、東京ガスグループ全体で利用している共通認証基盤に対し、

GASMO 用 Active Directory が連携する形で管理されています。

さらに、社外からアクセスしてくる PC  端末の検疫には、Microsof t 

Forefront Unifi ed Access Gateway (UAG) を活用。Internet Explorer 

のバージョンなどに左右されず、スムーズに PC の検疫を完了させられるよう

になっています。

GASMO の PC 版には、メールやスケジューラー、イントラネットなど社内 

OA にリモートでアクセスする「スタンダード」と、「アドバンスド」の 2 種類が

用意されています。「アドバンスド」は、上記の社内 OA に加え、東京ガスグ

ループが利用している業務システムの中から、フィールド業務用システムなど

リモート アクセスが必要なものが利用可能です。

しかし、従来の「アドバンスド」は、HTTPS をベースとしたトンネルのサービス

であり、HDD 内に一部のデータが残ってしまう仕組みとなっていました。

新しくなった GASMO PC 版では、Remote Desktop Service (RDS)、

Microsoft Virtual Desktop Infrastructure (VDI) などの技術を利用す

ることで、ローカルにデータを残さないシンクライアント化を実現。セキュリティ

を高めています。

沢田 氏は、こうして System Center Virtual Machine Manager や

UAG、Active Directory などの活用によって実現した、「効率的な管理」と

「高度なセキュリティ」こそが、ユーザーに安全な作業環境を提供する上で、

欠くことのできない要件だったと強調します。

「今回のシステム更改では、個人の利用する PC にデータを残さないというこ

とを徹底しました。これは、ユーザーである社員に安心して、モバイル環境を

活用してもらうためには必要不可欠なことでした。『業務のスピードアップの

ために、便利だから』とノート PC を携帯しても、その PC の中に重要なデー

タが保存されていれば、ユーザーとしても安心はできません。どこかで PC を

紛失したり、盗難に遭う可能性もあります。さらに言えば、自宅に持ち帰った 

PC を子供が操作してしまい、情報流出が起きる可能性だってあります。こう

したリスクから社員を守ること、そしてお客様のデータを守ることこそが最重

要だったのです」。

こうしてマイクロソフトのテクノロジーを活用した「新 PC 版」は、2010 年 12 

月から 2011 年 5 月までを構築期間として、2011 年 6 月にサービスイン。

すでに、1 年近い運用を経ていますが、現在まで、利用者にとって影響の大

きいトラブルは起きていないと言います。

 導入の効果 
ユーザーの不満を解消すると共に
他社提案に比して半分近い TCO を削減

GASMO PC 版を更改してから、約 1 年。その効果として、主に下記の 3 

つが挙げられると言います。

・TCO (Total Cost of Ownership) の大幅な削減

・ユーザーの満足度の向上

・運用管理の大幅な効率化

TCO について、沢田 氏は「他社の提案に比べて、3 分の 1 から 2 分の 1 

近く低い」と明言しています。

「今回、Hyper-V を採用するまでに、VMware 含めて他社の技術動向など

調べたほか、システムを 5 年間使うと想定して、導入から運用までを含めた

トータル コストについても比較しました。他社とはライセンスの契約形態が

違い、マイクロソフトの場合はクライアント側の保守費用がかかりません。他

社の提案ではクライアントの保守費用が必要となっていたため、5 年間使用

した場合で比較すると、TCO が 3 分の 1 から 2 分の 1 近く低くなっていた

のです」。

さらに、GASMO PC 版の品質が向上したことで、コールセンターへの問い合

わせが激減し、運用管理コストの削減に効果を発揮していると沢田 氏は続

けます。

「ユーザーは、これまでもずっと GASMO のモバイルサービスを活用していま

すから、働き方が劇的に変わったということはありません。しかし、従来あった

『不満がなくなった』とは言えるでしょう。従来は、自宅からアクセスしようと

思っても、PC 環境によっては、アクセスできないなどの不具合がありました。
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あるいは、たばこを 1 本ゆっくりと吸えるほど、PC の検疫に時間がかかると

いった不満も聞こえていました。しかし今は、PC 環境依存もなくなり、検疫の

時間も大幅に短縮されています。結果としてユーザーからの問い合わせは劇

的に減りました。その分、運用にかかる時間もコストも削減できています」。

システムの運用管理を担当する株式会社ティージー情報ネットワークの基

盤戦略推進部 ITインフラ基盤グループ 課長 平山 洋 氏と、同グループ 高

井 美帆 氏は、運用管理の効率化について「マイクロソフトのテクノロジー

に統一した効果があった」と声を揃えます。

「System Center Virtual Machine Manager や Active Directory の

活用によって運用管理を効率化できたことは、大きな効果の 1 つです。もっ

とも、マイクロソフトのテクノロジーに統一して、システム全体の冗長化や、

サーバーの仮想化、運

用管理の一元化を行っ

たのは今回が初めて

だったため、苦労もあり

ましたが、マイクロソフト

のプレミア サポートを活

用することで、疑問や課

題も、迅速に解決するこ

とができました。その結

果、クライアント OS や

Internet Explorer の

バージョンが変わっても

柔軟に対応できる管理、保守の仕組みができあがりました。セキュリティ バッ

チなども、System Center 側で一元的に管理できています。先日も、全サー

バーにバッチを当てたのですが、システムが停止することなく安定的に稼働

していました」(平山 氏)。

「従来はクライアント環境に大きく左右されていましたが、今はマイクロソフト

がサポートしている Windows® であれば、サービス パックを含め、すべての

バージョンで問題なく、GASMO PC 版が利用できるようになっています。社

内に事例のないところから始まったプロジェクトですが、今はマイクロソフトと

の距離も近くなり、ライセンスの整備を含め、システム全体を見渡して提案し

てもらえるようになったことも、うれしいポイントです」(高井 氏)。

 今後の展望 
ワーク スタイルの革新に向けた
さらなる ICT 活用へ

東京ガスグループでは、GASMO の PC 版更改を通じて、ワーク スタイルの革

新に向けた、さらなる ICT 活用の可能性も見えてきたと沢田 氏は言います。

「私たちが目指したのは、『時間と場所と端末に制約されることなく、自由

に情報にアクセスできる環境構築』です。今回のプロジェクトを通じて、

Hyper-V を活用したクラウド環境など、さまざまなテクノロジーが有効である

ことがわかりましたので、ほかのフィールド業務など、広く展開していく可能性

も見えてきたと思います。今後も引き続き、セキュリティに留意し、社員を、そ

して会社を守ることのできる基盤を整えて行きたいと思います」。
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